
  

HaswellのTM

すべてのベンチマークは414で(再)実装されました
測定は平木研の4770Sで行っています(関係者用)



  

TM on Haswell

● RTM
– xbegin / xend 命令でトランザクション部をはさむ

● HLE
– xacquire / xrelease プレフィックスを既存のロッ
ク取得 cmpxchg やmovにつけるだけ

– Lock Elision専用



  

Haswell TM parameters

● Read-set size 4M (i7) or 6.5M (Xeon) = 実測
– LLCまで追っているが、これより大きいと、トラ
ンザクション成功予測機構が失敗を予測

● トランザクション突入直後に殺される
● Write-set size

– 24K位まで (実測)
● L1=32KBだが、Readと同様の状況



  

トランザクション成功予測機構
● 存在はマニュアルには書いていない



  

STAMP

● Lock Elisionを使っている
● STAMPをRTM/HLEに移植した
● RTM実装では失敗時のリトライ回数やリトラ
イするかどうかをチューニングした

● HLEはそういうインターフェースは無い
– でも使うのは簡単



  

RTMのチューニングパラメータ

● 理由を問わず(Intelのみ) リトライは16回まで
– RTMではPersistent AbortでなくてもRetryビット
が立っていなかったり

– Capacity理由でないのにCapacityビットが立って
いたりするため

● その他色々
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GENOME アボート理由

● 4 threads ● 8 threads
2489220 tx_enter

2192610 tx

0 global_lock_acquired

9763869 abort

0 explicit

3874396 retry

3875316 conflict

5710884 capacity

0 debug

0 nested

2489220 tx_enter

2467969 tx

0 global_lock_acquired

641006 abort

0 explicit

116588 retry

116842 conflict

351768 capacity

0 debug

0 nested
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Labyrinth (8 threads)

● 9回目で成功する
● 半数はロックになる 1040 tx_enter

521 tx

0 global_lock_acquire
d

8824 abort

0 explicit

28 retry

28 conflict

19 capacity

0 debug

0 nested
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Yada (4 threads)

● 平均4回リトライして5回目で成功
● アドレスコンフリクトしてる

2574594 tx_enter

2161431 tx

0 global_lock_acquired

8040193 abort

0 explicit

5564264 retry

5564342 conflict

2431261 capacity

0 debug

0 nested



  

結論

● HLEはチューニング効かない
– RTMを使うべき

● 予測機能の機嫌次第ではアボートされる
– 非常に厄介

● 今後
– NetBSDのカーネル内のロックを除去しました(予
定)



  

Power7の命令レイテンシ

– add 3,3,3
– add 3,3,3
– add 3,3,3
– add 3,3,3
– …

● とやると命令完了は2サイクルに1回
– Intel, AMD, Power6は毎サイクル完了する


